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( 1-3 ), 昆虫と自然 2(3) : 14~18; 2 (4) : ムシを採集，佳香蝶 42(161):11.

9 ~13;2(5): 25~28 

24. 大野正男 (1969)渥美半島のハムシ相．

25. 大竹勝 (1982)犬山市史史料編・自然

26. 佐藤正孝 (1976)茶臼山 ・面ノ木峠一帯の甲虫相

27. 山崎隆弘(1975)蒲郡市の甲虫類

28. 山崎隆弘(1978)富山村のハムシ．

29. 山崎隆弘(1980)渥美半島のはむし．

30. 山崎隆弘(1980)愛知県豊根村の動吻・鞘翅目・ハ

ムシ器し

31.山崎隆弘(1986)船着山のハムシ相

32. 山崎隆弘(1978)豊川市財賀寺のハムシ相

33. 山崎隆弘(1988)遠望峰•宮路山一帯のハムシ相．

34. 山崎隆弘(1989)三河本宮山のハムシ
．

3 5. 山鮪隆弘(1990)南設楽郡作手村で採集した甲虫類，

三河の毘虫37: 282~302 

36. 山崎隆弘(1991)愛知県南設楽郡鳳来町のハムシ類．

三河の毘虫38: 310~316. 

37. 山崎隆弘(1990)愛知県蒲郡市でキオビクビボソハ

38. 山崎隆弘(1990 )1989年愛知県豊根村で採集したハ

ムシ科甲虫，佳香蝶 42(162) : 29~31. 

39. 山崎隆弘（ 1991)愛知県渥芙半島産のハムシ類，虫

譜 30(1) : 14~17. 

40. 山崎隆弘・穂積俊文 （ 1990)愛知県のハムシ科，愛

知県の昆虫（上） ： 434~460. 

41.安富和男 (1950）アカクビボソハムシの生活史及び

諸型の遺伝に就いて，昆虫18(6): 144~145 

42. 安富和男 (1951 ）アカクビボソハムシの斑文の遺伝，

遺伝 5(7) : 280~281 

43. 楊浅啓温（ 1939)本邦産ハムシ科覚書（第四）

Lema d i versa と lema lewisi i,昆虫13(4) : 

161~164. 

愛知県の昆虫（上）の文献目録に掲載されてい

る文献については， 一部を省略してある。

岡崎市のクロヒカゲモドキの分布

クロヒカゲモドキLet加血げgin必isの愛知県

下での分布は局所的であり，いずれの産地におい

ても個体数はあまり多いものでは ない。 本種は岡

崎市内で従来はあまり記録のなかったチョウであ

るが， 筆者は三河の昆虫39 (1992)で， 岡崎市内

から1 o 1 �を報告している。

今回は1992年の6月～9月にかけ， 岡崎市の北

東部の低山地で多数を採集・観察することができ

たので報告する。

＜データ＞ （すべて岡崎市内で］992年）

岩中町 2 o o 26- Vlf, 2 o o 30-VII 

蔵次町 200 25-VII, 

安戸町 1 o 30-VII 

大柳町 3 8 8 2 9 9 12-W 

5 o o 1 � 28- VII, 

2 8 8 2 9 9 3  -VIII 

1 o 30-VIII, 1 o 13- IX 

小 鹿 亨

1 o 1 � 12- IX 

駒立町 1 o. 1 o目撃 g -Vlll 

渡通津町 1 o 目撃 12-VDI 

奥殿町 1 o 12-Vlll 

【9ロヒカ','"卜
＇

t.はり91WはJ9\,9り1

岡崎市のクロヒカゲモドキの分布
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採集されたときの状態から推定して，今年はお

そらく7月上旬から発生していたものと考えられ，

7月中旬までは新鮮な個体がほとんどで，8月に

なると翅を破損した個体が多くなり，9月の上旬

まで生き残りの姿を見ることができた。

現地での観察では， 日中はほとんど活動が見ら

れずに，8月の上旬までは夕方の6 時を過ぎるま

で， 9月 の上旬では5時ごろから活発に活動した。

特に8はススキなどに静止して，他の8が接近す

ると，激しくからみあうように追い回す行動をと

る。 そして日没後までそうした占有行動烈涜けて

いるのを観察することができた。

本種を見かけた環境の多くが周辺を落葉樹の二

次林に囲まれた沢で，水田や湿地があるような場

所には特に多かった。

今年に採集した約30頭ほどの標本の中には，写

真に示すように通常は3個のはずの前翅の眼状紋

が， 4 個になったものが2 個体含まれており ， ど

ちらも9であった。

なお，この調査で本種を確認し幻範囲は，標高

120 m~260 mの低山地で，岡崎市の東北部のか

なり広範囲におよんでいる。 この事実は個崎市内

で本種の分布の拡大を伺わせるものとして注目さ

れる。 こうした本種の発生が一時的なものか，ぁ

るいは今後も安定して定着していくものか，これ

からの動向に注意していきたいものである。

また， 隣接する東加茂郡下山村は本種の記録に

関しては空白地帯であり。 杉浦寛氏とともに7月

29日に，下山村の南西部（岡崎市との隣接地帯）

を調査したが，このときには残念ながら本種を発

見することは出来なかった。 夕刻に集中する本種

の活動時間帯や， 本種の好みそうな湿潤な沢が調

査した場所に たまたま少なかったことも原因して

いると思われふしかしながら， 周辺地域にもほ

ば確実に分布しているものと考えられるので，機

会があれば協崎市の他の地域や下山村を含む周辺

地域についても調査したい。

最後になりましたが，調査に同行していただい

た杉浦寛氏に心から感謝いたします。

参考文献

高橋 昭ほか (1991) 愛知県の蝶類，愛知の昆虫（下）

小鹿 亨(1992) 岡崎市で採集した蝶類，三河の昆虫::B.

杉坂美典(1984) 岡崎市の蝶類，新編岡崎市史自然編16

三河に産する興味ある昆虫

筆者が1992年度に採集した中に，以下の興味あ

る昆虫を確認することができたので報告する。

これらの昆虫は，あまり報告されることが少な

いが，全国的にはそれ程珍しくもないようである。

1 ホ ‘ノスジデオキノコムシ

Asca:ph砂mt幼叫e Lewis 

岡崎市岩中町 19-J, 1992 lex.a 
立木の幹の溝に潜んでいる本種を得た。 それ程

珍しくないが，他では新城市，設楽町，稲武町で

一例ずつ報告があるくらいである。

浅 岡 孝 知

2 オサシデム 、ンモドキ

Apatetica princeps (Sharp) 

稲武町大桑峠 1 4 -VI, 1992 lex. 0 

ビ ー ティングで本種を得た。 他では，僅か豊根

村での記録があるだけのようである。

3 オニコメッキダマシ

Hytoc加res加m叫Fleutiaux

設楽町塩津 13-VI, 1992 lex.a 

ビーティングで本種を得た。 他では，豊根村，

富山村での記録があるくらいである。

ヘ
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4 キムネッッカッコウムシ

T enerus maculi co th s Le w1 s 

豊川市千両町 21-V, 1992 lex. o 
ナイター トラップにて飛来した本種を得た。 僅

か一 例が豊根村での記録としてある。低山地で得

られたのは興沫深い。 （図， A) 

5 ヨツボシオオキノコムシ

Eutriplax tube元叫frons (Lewis) 

稲武町面ノ木峠 30-Vlll, 1992 lex. o 

頭上のキノコをビーティングして 本種を得た。

けっして珍しい種ではないと思われるが県内初記

録のようである。 （図， B)

6 クロヒラタオオキノコ

Re皿nia atrocyanea Lewis 

稲武町面ノ木峠 31-V, 1992 lex. o 

キノコのビーティングにより本種を得た。 同地

で僅か一例記録されているにすぎない。

7 クスアナアキゾウム 、ン

Dyscerus ori enta公(Motschulsky)

稲武町面ノ木峠 30 -VIU, 1992 1 o 1 �。

樹上の本種を目で確認し得た。 他では岡崎市と

新城市での記録があるくらいである。 （図． C)
8 ミドリシジミ

Neoz叩砂叩．J叩nicus (Murray) 

渥美町和地 21-H, 1992 3o。

山崎隆弘氏と所用で出掛けた時に偶然光るシジ

ミを見かけ， ハンノキ周辺を飛しょうしている本

種を得た。 本種は豊橋市までの分布がこれまで確

認されていた。 渥美半島での確認は初めてのこと

である。 しかも距離的に離れているので興味深い。

参考文献

穂積俊文ほか(1990) 愛知県の昆虫（上）

高橋昭なか(1991) II （下）

＾｀

A B

図 A キムネッッカッコウムシ

B ヨツボシオオキノコムシ

C クスアナアキゾウムシ
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体長は4mm内外。 体は黒色で光沢を有し，触角

は黒褐色で基部3節は黄褐色． 肢は黄褐色～暗褐

色， 上翅には図示したような黄紋を生ずる美麗種

である。

調査標本： 1 雌， 知立市牛田， 1992 年 5 月 22 日，

緒方清人採集。

4. Quasi血s ovalis

CC血deze, 1873) 

マルマメコメッキ(29, D)

本種は本州の中部以南， 四国， 九州の各地から

分布が知られている種で， マメコメッキの仲間で

は， 楕円形状をした幅広い体形などから比較的よ

く知られている種である。

愛知県内では大平・浅岡 0976) によって蒲郡

と鳳来寺の産地が知られているのみであるが， こ

れの詳しいデー タは明らかではない。 その後，大

平(1985)は 山崎隆弘氏が蒲郡市（御堂山）で，

1980年4月25 日に採集された個体を記録しており，

これが現在では最も正確な記録と思われる。

ここに図示したのは， 設楽町キビウにおいて，

1992年 9 月 13 日に山 崎隆弘氏によって採集された

個体である。 ここでは唯1頭のみしか見出されな

かったが， このような季節はずれのときに採集さ

れた例はない。 本種を含めてマメコメッキ類の 生

態は断片的にしかわかっていないので， これは貴

重な記録と思われる。成虫態での越冬の可能性も

あると推察される。

体長は2mm内外。 楕円形状をした黒色で光沢を

有する種である。

調査標本： 1 雌，設楽町キビウ， 1992 年 9 月 13 日，

山崎隆弘採集。

B

 

c D

引用文献

大平仁夫（1962) 日本産コメッキムシ科の幼虫の形態学

的ならびに分類学的研究： 1-179 ．（自刊）

大平仁夫・浅岡孝知 (1976) 愛知県のコメッキ虫（北設

楽山岳地帯を中心にして） 。 茶臼山高原道路建設予

定地域の自然環境調査報告書： 14 1~153

大平仁夫(1985) 山崎隆弘氏採集の三河地方のコメッキ

ムシ。 三河の毘虫，（32) : 170~178. 

大平仁夫(1987) 愛知・岐阜県のコメッキムシ若干種。

三河の昆虫， （34) : 226~227. 
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％であり． 藤川町では． 約10％であった。 そして，

出現種数は凡そ］ 0種から25種である。

出現種はほとんどが平地にふつうに見られる種

である。特にナイタ ー トラップをし なくてもスイ
ー ピングをすれば得られる種が多い が， 今まで 採

集が されなかったり． スィ ープされても見逃され

ていたものと思われる。

ナイタ ー トラップをするこ とにより． 普通種で

あっても． 目の前に個体を捕らえることでより重

要種のように思われるところに興味がある。

一方． 岡崎市のカメムシ目については． 岡崎市

誌 (1984) に 101 種愛知県の毘虫(1990) に

125 種が報告されている。今度の調査で， 追加が

34種あり， 合わせて 159 種となる。これは一通過

点であり， 今後更に多くの種が確認されていくも

のと思われる。

参考文献

鈴木栄二(1984) 岡崎市誌 自然 14

穂積俊文ほか(1990) 愛知県の昆虫（上）

岡崎で採集したオオミスジ

オオミスジNeptis al皿四kaempferiの愛知県

内での分布は， 奥三河部にその中心があり． 岡崎

市ではこれまで記録の少ないチョウである。 筆者

らは岡崎市北東部において． 本 種を採集している
ので記録として 報告 する。

筆者は， 愛知県と長野県の境となっている茶臼

山山頂で， ツマグロヒョウモンArgyre邸んyper

bmを採集したので 報告する。

＜デ ー タ＞ 1 愛知県北設楽郡豊根村茶臼山

胃J-1992 筆者採集・標本保管

本個体ば山頂（ 1,415 m)にある展望台付近

小 鹿 予 小 鹿 登 美

＜デ ー タ＞

岡崎市大柳町

5-vn-1992 2 8 8, 12-W-1992 2 8 8 

26-W-1992 1 8, 2 -VID-1992 1 8 2 9 

岡崎市蔵次町

5-VIl-1992 1 o 

全て筆者採集・標本保管

畑や田の周囲に植栽されたウメに 発生している

ものと思われる J

参考文献

杉坂美典(1984) 岡崎市の蝶類，新編岡崎市史自然編16

茶臼山山頂でツマグロヒョウモンを採集

杉 浦 寛

で， 占有行動をしていたところを採集したもので

ある。

ツマグロヒョウモンは暖地性の蝶で， 豊恨村で

の採集報告はない。県内での記録は発散的で， 多

くは南方からの飛来と考えられるが ， 本個体はほ

とんど傷んでおらず， 近年， 三重県での採集報告
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も増えて きていることから， 茶臼山近辺の山麓で

発生した可能性が考えられる。
参考文献

鈴木友之，1980. 第II部 豊根村の動物目録蝶類，愛

知県豊根村の動物；160-165.

阿部 茂，1976. 愛知県北設楽地方の蝶類，茶臼山高

原道線建設予定地域の昆虫相； 215-223.

中西元男， 1990. 紀伊半島を北上しつつある蝶，蝶研

フィールド5 (ll) ; 14-17

8月の茶臼山でスミナガシ春型を採集

杉 浦 寛

筆者は愛知県と長野県の県境にある荼臼山の山 odes ochru..ceus l !j>を採集していることを付記

頂で， 季節的にかなりおそいと思われるスミナガ する。

シ加horra炉a nesi四chusの春型を8月に採集し

ているので報告するJ

＜デ ー タ＞ 愛知県北設楽郡豊根村茶臼山

1-VIII― 1992 1 （春型）

翅はかなり飛びふるしたように見受けられるが，

明かに春型である。1992年はいろいろ なチョウの

発生がおくれた年であったように思う。この スミ

ナガシもおくれて羽化して． おそ くまで生き残っ

たものかもしれない。

また， 翌日に茶臼山の長野県側で， 当地方では
記録 の少ないと思われるコキマダラセセリOehl-

岡崎市でアミメキシタバを採集

アミメキシタバCatocala h,'!!Percomぼmの県内

での記録は局地的であり， 愛知の昆虫(f)(J991),

および岡崎市史(1004)にも岡崎市内での記録は

見あたらない。

筆者は 岡崎市内の 2 ケ所で， 本種を採集してい

るので報告する。

＜デ ー タ＞

小 鹿 予

愛知県固崎市桑原町 1頭

10-VIII― 1992 ． 筆者採集・標本保管（図）

夕刻にアベマキの樹皮で静止している個体を

採集した。

愛知県固崎市高隆寺町 1頭
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13-IX-1992 ． 筆者採集・標本保管

ライト・トラップにコシロシタバと共に飛来した。

（アミメキシタバ）
参考文献

愛知の毘虫（下） （1991) 愛知県の蛾類

三浦重光(1984) 岡崎市の蛾類，新編岡崎市史自然編16

（コシロシタバ）

豊橋でネアカヨシャンマを採集

小 鹿 亨

ネアカヨシャンマAesch:nophtebia anisoptera

は愛知の昆虫（上） （1990)によると， 県内では

近年著しく数を減らした種のようである。

筆者は本種を豊橋市伊古部町において採集して

いるので報告する。出現期の終わりであったため，

ずいぶん破損した9を採集した。

＜デ ー タ＞

豊橋市伊古部町 25-Vlll-1992 1 � 

2 7  -VID-l 992 l � 

オオムラサキ成虫を岡崎市内で採集

小 鹿 子

筆者はオオムラサキSasakia c加rondaの成虫 午後の5時頃． アベマキの樹液に飛来 したとこ

を． 岡詢市桑原町で採集しているので記録として報 ろを採集したもので． 本種としてはかなり時期が

報告する。 おそいため， 前翅・後翅ともにひどく破損した個

＜デ ー タ＞

愛知県岡崎市桑原町 18 

JO-VDl-1992. 筆者採集・標本保管

体であった。



＿ 河 の 毘 虫 (40) 1993年2月(372)




